




お知らせ ＆ 情報 7
July

月

結婚新生活を応援します
　結婚に伴う新生活を経済的に支援する制度を始めます。

受給資格
①　平成 29年 2月 1日以降に婚姻届を提出し、受理された 45歳未満の夫婦（婚姻届を受理され

て 6カ月以内）
②　綾町の住民基本台帳に登録し、定住の意思のある世帯
③　平成 28年度中の夫婦の所得の合算額が 340万円未満
④　居住する住居が綾町内にあり、ほかの公的制度による家賃補助を受けていないこと
⑤　町税などを滞納していないこと
⑥　暴力団員でないこと・暴力団や暴力団員と密接な関係を有してい

ないこと

補助の内容
　金額／ 1世帯当たり上限 24万円
　対象／結婚を機に新たに住宅を新築・購入・建て替えした際の費用
　　　　または住宅を賃借した際の敷金・礼金などの費用
　　　　綾町内の住宅への引越費用（引越業者を利用したものに限る）
　申請受付期限／平成 30年 2月 28日（水）

申請の方法
補助金交付申請書、世帯員全員の所得が分かる書類（平成 28年分の所得証明書）、住宅の購入・賃
借に要した費用が分かる書類、引っ越しに要した費用が分かる書類などをご提出ください。申請書
は役場窓口にあります（役場ホームページでダウンロードも可能）。

■問い合わせ先／企画財政課　☎７７－２９４８

　町制施行 85周年を記念して、綾町でNHKなどが主催する「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操
会」を行います。朝の明るい光とさわやかな空気の中で、皆さんもぜひ一緒に体を動かしましょう。

日　　時／ 7 月 23 日（日）午前 5 時 50 分集合、6 時開会
場　　所／綾中学校グラウンド（雨天の場合は綾てるはドーム）
放送予定／ NHK ラジオ第 1 放送で、ラジオ体操第 1・第 2 を会場から
　　　　　全国に生放送（午前 6 時 30 分～ 6 時 40 分）
※駐車場（てるはドーム駐車場）には限りがありますのでできるだけ徒

歩、自転車、乗り合わせでご来場ください
※参加者全員に記念品を進呈します

■問い合わせ先／総務税政課　☎７７－１１１２

ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操　
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

国民健康保険のお知らせ

70歳以上の高額療養費の上限額が変わります

保険証について
　国民健康保険の保険証の有効期限は、一部の人を除き平成 29年 7月 31日までとなっていますの
で、新しい保険証を 7月中に送付します。手元に届きましたら、氏名・住所・生年月日・有効期限な
ど記載内容をご確認ください。後期高齢者医療制度該当予定者などの一定の要件に該当する人以外は、
平成 30年 7月 31日までが有効期限です。
　なお、社会保険に加入した場合や家族の扶養に入った場合は、役場に国保脱退届をご提出ください。
	
限度額認定証について
　高額な医療費がかかる場合に使用する限度額適用認定証の有効期限も、平成 29年 7月 31日まで
となっています。8月以降も必要な人は、保険証と印鑑を持参し、更新手続きをお願いします。

　限度額認定証の申請が必要な人
　・70歳未満の人
　・70歳以上で住民税非課税世帯の人
①　70歳以上で住民税課税世帯の人は、保険証のみで限度額が分かるようになっているため申請
不要です。

②　入院だけでなく、外来（通院）についても限度額制度が適用されます。病院にかかる際は、事
前に限度額認定証の申請をすれば病院での窓口支払いが限度額までで済みますので、ご活用
ください。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎77‐ 1114

　1カ月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えて支払っ
た分を払い戻す制度があります。上限額は個人もしくは世帯の所得に応じて決まっており、8月から
70歳以上の上限額が下表のように変わりますので確認をお願いします。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎77‐ 1114
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

後期高齢者医療のお知らせ　
保険証の更新
　今年度から、8月に一斉更新されます。7月中旬に新しい保険証を送りますので、8月 1日以降に
お使いください。また、平成 28年 8月～ 29年 7月に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を
受け、29年度も世帯全員が住民税非課税の人に、8月から使用できる減額認定証をお送りします。
	
健康診査
　後期高齢者医療制度に加入している人は、健康診査が無料で受けられます。6月下旬に対象者に問診
票などが入った封筒を送りますので、期間内に各医療機関で受診してください。健康管理のため、年
１回は健診を受けましょう。

期　　　間／ 7 月～翌年の 1 月末
場　　　所／綾外科、綾立元診療所、たまきクリニック、結い診療所
対　象　者／後期高齢者医療被保険者

ただし、次の人は今年度の健診は対象外となります。
・今年度後期高齢者医療制度に加入した人で、すでに特定健診を受けた人
・6カ月以上入院している人および特定の施設に入所している人
・要介護4または5の認定を受けている人（ただし本人が受診を希望する場合は受診
できます）

費　　　用／無料（年１回のみ）
必要なもの／保険証、問診票

歯科健診（いきいき歯つらつ健診）
　対象者には県後期高齢者医療広域連合から6月下旬に受診券が送られます。口の健康は全身の健康
につながります。ぜひ受診してください。

期　　　間／ 7 ～ 12 月
対　象　者／本年度 76 歳および 81 歳になる人
費　　　用／無料（年 1 回のみ）
実 施 形 態／個別健診、訪問健診
必要なもの／受診券、保険証
健 診 項 目／問診、口腔内外診査、口腔機能・嚥下機能診査

保険料
　後期高齢者医療保険の保険料を年金から差し引いている場合は、4月の年金から納付されています。　
年間保険料は 7月下旬以降にお知らせします。納付書または口座振替での納付は 7月からで、年間保
険料は 7月中旬にお知らせします。
　なお、今まで年金からの差し引きにより保険料を納付していた人でも、次の理由により、継続がで
きない場合がありますので、ご注意ください。

　・　市町村をまたぐ住所異動をした人
・　保険料の減額決定により還付を受けた人（昨年10月以降、年金から保険料の差し引きがな　
かった人）

　・　介護保険料と後期高齢者医療保険料との合算額が年金受給額の1/2 を超える人

■問い合わせ先／福祉保健課　☎77-1114
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

後期高齢者医療の軽減率について

年金請求書の手続き漏れはありませんか

　平成 29年 4月から、75歳以上の後期高齢者医療の軽減率が変わりました。
　皆さんが安心して医療を受けられる社会を維持するため、負担能力に応じて皆で保険料を負担する
必要があります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

所得割の額が変わる人
対象者／年収が約 153万円～約 211万円の人
変更点／平成 28年度までの所得割は、特例的に 5割軽減されていましたが、29年度は 2割軽減

になります。なお、均等割の定額部分は変わりません。

均等割の額が変わる人
対象者／ 75歳になる前日に、家族の勤務先の健康保険などで被扶養者だった人で、一定の所得が

ある人
変更点／平成 28年度までの均等割は、特例的に 9割軽減されていましたが、平成 29年度は 7割

軽減になります。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎77‐ 1114

　老齢基礎年金を受け取るのに必要な期間（受給
資格期間）が 25年から 10年に短縮されること
に伴い、対象者には、日本年金機構から黄色の封
筒が送られています。
　制度の開始は平成 29年 8月 1日（火）です（最
も早い年金の支払いは同年10月）。請求手続きが
済んでいない場合は、ねんきんダイヤルへ電話予
約をし、年金事務所で手続きを行ってください。

■問い合わせ・予約先／

　ねんきんダイヤル☎0570‐ 05‐ 1165

本来納めて
いただく
均等割額

均等割 特例（平成28年度） 特例（平成29年度）

納付額（1割）

9割軽減 7割軽減

納付額（3割）

本来納めて
いただく
所得割額

所得割 特例（平成28年度） 特例（平成29年度）

納付額（5割）

5割軽減
2割軽減

納付額（8割）
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

第16回 県障がい者スポーツ大会結果
　5月 14日、県総合運動公園で第 16回県障がい者スポーツ大会が開催されました。
県内各地から約 1,600 人が出場。陸上やフライングディスクなど 8競技で日ごろ
の練習の成果を競い、交流を深めました。入賞された皆さんのますますの健闘を期
待します。

　交通事故にあったときや他人の飼い犬にかまれたとき、人にけがをさせ
られたときには、被害者は加害者に損害賠償を請求することができます。
被害者がけがの治療で健康保険の給付を受けた場合は、保険者から加害者
に対して保険治療分の請求を行うことになります。
　交通事故や他者の行為によるけがで健康保険証を使用する場合は、福祉
保健課に届け出てください。すぐに届け出ができないときは、電話で連絡
をお願いします。

■問い合わせ・届出先／福祉保健課☎７７‐１１１４

事故にあったら

選手名 地区 競技種目 記録 順位

瀬口　良二 上畑 陸上 100 ｍ 22 秒 32 1

冨永　勇樹 久木野々 陸上　50 ｍ 7 秒 67 2

永田絵美里 昭和 陸上　50 m 10 秒 61 3

大西　兼文 北麓 立ち幅跳び 1 ｍ 92 1

杉田　林 宮原 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 4 点 4

外山ミテル 南麓 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 3 点 2

長友　信子 宮原 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 5 点 3

德山三枝子 四枝 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 8 点 3

杉尾ミヨ子 南麓 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 8 点 2

小田美惠子 宮谷 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 4 点 2

福島　信子 昭和 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 4 点 2

北﨑　庄三 南麓 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 5 点 2

重永真由美 昭和 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 3 点 4

西田　和枝 北麓 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 8 点 1

田村　俊一 宮谷 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 3 点 5

柚木﨑裕美 古屋 フライングディスク・アキュラシー 5 ｍ 1 点 7

藤村　仁美 宮原 フライングディスク・アキュラシー 7 ｍ 4 点 1

藤村かおり 宮原 フライングディスク・ディスタンス立位 44 ｍ 24 1

藤村　幸子 宮原 フライングディスク・ディスタンス立位 30 ｍ 22 1

冨永　彩斗 久木野々 フライングディスク・ディスタンス立位 15 ｍ 94 5

（福祉保健課）
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町税係　　77-1113税のひろば

　新築または増改築するために家屋を取り壊したときは、必ず届け出をしてください。

家屋を新築・増築した場合
　家屋評価を行う必要がありますので、総務税政課固定資産担当にご連絡ください。家屋評価を行っ
ていない家屋については、証明書などを発行することができないだけでなく、未評価家屋と判明次第、
固定資産税がさかのぼって課税されることになります。

家屋を取り壊した場合
　固定資産税は、毎年 1月 1日現在の所有者に課税されます。しかし、家屋滅失の手続きがされて
いない場合、実際に家屋を取り壊していても確認が取れず、翌年も課税されることになりかねません。
そのため床面積の大小にかかわらず、取り壊しがあれば速やかに家屋滅失の手続きをしてください。

●家屋の登記がある場合
　法務局で「滅失登記」の手続きをする必要があります。法
務局で家屋滅失の届け出をした場合、役場で再度手続きをす
る必要はありません。

●家屋の登記がない場合
　役場に「家屋滅失届」を提出してください。申請書は役場
に置いてあります。家屋滅失の手続き後、担当職員が現地確
認を行います。

　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替申請をすると、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に引き落としで納付すること
になりますので、納め忘れがありません。また、納期のたびに現金を用意することや金融機関へ行く
必要がなく、たいへん便利です。一度手続きをすると、変更・解約のない限りその指定預貯金口座か
らの振替は自動継続されます。
※振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・ＪＡ綾町・綾郵便局の窓口にあります

取 扱 金 融 機 関／宮崎銀行　本・支店、綾町農業協同組合、全国の郵便局
振 替 開 始／申請された翌月から振替開始となります
　　　　　　　 （例）10 月 14 日申請分は 11 月納期分から振替開始
振替口座の変更／振替口座の変更を希望する場合は、振替依頼申請書で変更の手続きをしてください
振　　替　　日／税目ごとに納期月が違いますが、各税目、毎期月末に引き落とします
　　　　　　　　ただし、12 月は 25 日（振替日が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）

家屋を新築・取り壊したときには必ず届け出を！　

納税は安心・安全・便利な口座振替で！

平成29年度　納期一覧
税　目　　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期
町県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
軽自動車税 1期
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77-1154子育て支援センター

  5 日（水）　わくわく広場
■と　き／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■ところ／子育て支援センター

■内　容／七夕飾り作り

大きな笹竹を準備します。短冊に願い事を書いた

り、いろいろな飾りを作ったりして楽しみましょ

う。材料はセンターで準備します。

12 日（水）　親子教室「コアラ」
■と　き／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■ところ／子育て支援センター

■内　容／講話（サイン育児）

「どうして泣くの？」「どうしたらいいの？」。そ

んな経験はありませんか？日ごろの悩みを解決し

てくれる楽しいお話しです。お母さんだけでなく、

お父さんも一緒にどうぞ。

19 日（水）　ゆったり子育て教室
■と　き／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■ところ／子育て支援センター

■内　容／プール開き

プール遊びの季節がやってきました。水遊びや

シャボン玉遊びなどをします。水着・タオル・着

替えなどお持ちください。

26 日（水）　誕生会
■と　き／午前 10時～ 11 時 30 分

■ところ／子育て支援センター

■内　容／ 7月生まれのお友だちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かない人はご連絡ください。

７月の行事
生後１～２カ月から育ち始める
思いやりの気持ち

お誕生日おめでとう
5月31日までに受付のあったお子さんです

8 月の毎週火・木曜日は、プール・水遊びの
日です。水遊びの準備をして遊びに来てくだ
さいね。水筒や帽子も忘れずに！

松田 奈々 ちゃん ［女］ H29.4.21 生
（まつだ なな） 保護者：卓也さん ［神下］

本 さら ちゃん ［女］ H29.4.25 生
（かたもと さら） 保護者：敬大さん ［立町］

小野 隼輔 ちゃん ［男］ H29.5.1 生
（おの しゅんすけ） 保護者：真嗣さん ［宮原］

西川 碧海 ちゃん ［男］ H29.5.3 生
（にしかわ あおい） 保護者：裕一郎さん ［昭和］

日髙 晴斗 ちゃん ［男］ H29.5.6 生
（ひだか はると） 保護者：晋太郎さん ［立町］

福田 有真 ちゃん ［男］ H29.5.21 生
（ふくだ ゆうま） 保護者：達也さん ［神下］綾っ子広場

「フェニックス自然動物園へバス遠足」

今月のPHOTO

　「社会性」「自律性」「共感性」
の中で、最も早くから育って
いくのが「共感性」＝他者へ
の思いやりの力です。
　生後1～2カ月になると、赤ちゃんは授乳中
などにお母さんの顔を見てニッコリ笑うように
なりますね。それは単に表情を真似しているの
ではなく、お母さんのほほえみの奥にある、幸
福感や喜びに共感しているのだと言われていま
す。「共感する力」はこの時期、すでに芽生え
ているものなのです。
　生後 2～ 3カ月になると、赤ちゃんは「お母
さんにいつもそばにいてほしい」と思うように
なります。お母さんがいなくなると泣いてしま
うのは、そのせいです。
　そして生後 3～ 4カ月には、「そばにいるだ
けでなく、私の喜ぶことをしてほしい」という
欲求が出てきます。抱っこしてほしい、おんぶ
してほしいなどの欲求です。
　さらに生後 5カ月くらいには、「私が喜ぶこ
とをお母さんも喜んでやってほしい」という感
情が生まれてきます。これを「喜びの共有」と
いい、子どもの発達にとても大きな意味を持ち
ます。お母さんが面倒くさそうに、片手間に相
手をしているのではダメですよ。
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77-0195健康センター

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
4日（火） 中堂 18日（火）南麓・二反野

5日（水） 四枝 19日（水） 揚町

6日（木） 上畑 20日（木） 西中坪・麓

7日（金） 古屋 21日（金）東中坪・北麓

11日（火） 尾立 25日（火） 宮原

12日（水） 立町 26日（水） 宮谷

13日（木） 神下 28日（金） 昭和

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099

申し込みをした人には
事前に自宅へ受診票を
送付します。届かない
場合は、健康センター
へご連絡ください。

今月の健診・検診

お達者クラブ

上手に水分補給を！

　暑さが厳しくなってくるこの季節は、熱中症や食中

毒など、暑さや湿気による疾患が増えてきます。

　また、皮膚に汗が残るので、あせもや金属アレル

ギーが多く見られるようになります。金属アレルギー

を持つ人は、腕時計やピアス、めがねの金属枠などに

注意が必要です。

　蚊やダニ、スズメバチなどによ

る虫刺されも増えてきます。キャン

プや山登りのときだけでなく、散策

や農作業をする時も、虫よけスプ

レーを準備したり、長袖・長ズボン

といった服装にしたりするなど、十

分気を付けて過ごしましょう。

７月の健康歳時記

無医地区巡回診療
広沢地区
　7月14日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　7月14日（金）午後1時～1時45分

　各自治公民館で午前 9時 30 分から行います（神

下地区のみ午後1時30分～）。皆さんの参加をお願

いします。

・外出時には、必ず飲み物を

持ち歩きましょう

・30分から1時間に1回は、

コップ1杯（200ml）程度

の量を摂取しましょう

・自宅内でもこまめに水分を

とりましょう

のどが乾かない、汗をかいていないと思っても、体

温調節のために水分摂取が必要です。

（綾町地域包括支援センター）

乳児相談（おっぱい・育児相談）
　■日時／ 7月 7日（金）

　　　　　午後 1時 15 分～

　■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルを　　　

　　お持ちください

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
　■日時／7月20日（木）午後1時～

おっぱい相談
　■日時／ 7月 20 日（木）午後 1時 30 分～

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

成人健診・特定健康診査
　大腸がん・骨粗しょう症・前立腺がん・胃がん検診

　（バリウム検査・ABC検査）も合わせて行います。

　■日程／ 7月 20 日（木）、21日（金）

　■対象／ 40～ 74 歳の国民健康保険加入者

フレッシュ健康診査
　■日程／ 7月 20 日（木）、21日（金）

　■対象／綾町在住の 20～ 39 歳

子宮頸がん検診
　■日程／ 7月 2日（日）、13日（木）、14日（金）

　■対象／ 20歳以上の女性

妊婦・乳児に関する検診・相談
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77-0180綾てるは図書館

子ども図書館まつり
　5月 14 日に子ども図書館まつりを開催しました。

①宮崎国際大学共同イベント～異文化を知ろう！
　老若男女問わずたくさんの参加がありました。ハ

ワイ出身の先生に皆さん興味津々。海外の文化に触

れ、写真も撮るなど楽しく参加しました。

②パイロットをめざそう！
　お話を聞いた後は、みんな

で紙飛行機も作りました。保

護者の皆さんも一生懸命。隣

のグラウンドで思い切り飛ば

して遊びました。

さあ、海へ。海洋高校進洋丸乗船体験
　■日時／ 7月 16 日（日）

　　　　　午前 9時 30 分出港

　　　　　午後 3時 30 分帰港

　■対象／小・中・高校生

　　　　　および一般 40人

　　　　　※小学生は保護者同伴

　■内容／船内見学、釣り、水上ボート体験など

　■募集期間／ 6月 30 日（金）まで

　■申込方法／カウンターでお申し込みください。

映画ウィーク
　■期間／ 7月 21 日（金）～ 30日（日）

　■時間／①午前 10時～　②午後 2時 30 分～

　■上映作品／「星の王子 ニューヨークへ行く」

　　　　　　    「ピーターパン」など

　※詳しくは館内展示のポスターをご覧ください

おはなし会　　　
　■日時／毎週土曜日　午後 2時～ 2時 30 分

子ども映写会（毎月第 3土曜日）
　■日時／ 7月15日（土）午後2時30分～3時15分

　■上映作品／「世界のクワガタ・カブトムシ大集合！」

てるはおはなし会（毎月第 3日曜日・雨天中止）
　■日時／ 7月16日（日）午前11時30分～11時50分

　■場所／綾馬事公苑

夜の図書館～こわいおはなし会
　暗い部屋の中での、いつもとちが

うおはなし会。大きいスクリーンに

おばけや妖怪が登場し、子どもたちを驚かせます。

　■日時／ 8月9日（水）午後6時30分～7時30分

　■対象／幼児および小学生 30人

　■募集期間／ 7月 17 日（月）～ 8月 5日（土）

子どもの工作教室
　綾町在住の造形作家・後藤麻夫さんによる工作教

室。夏休みの工作にいかがでしょうか。

　■日時／ 8月12日（土）午後1時30分～2時45分

　■対象／小学生 30人

　■募集期間／ 7月 17 日（月）～ 8月 9日（水）

ホルンミニコンサート
　ホルンの柔らかな音色を聴きませんか？

　■日時／ 8月 13 日（日）

　■対象／小・中・高校生および一般 40人

■募集期間／7月17日（月）～8月9日（水）

　■申込方法／カウンターでお申し込みくだ

　　　　　　　さい

７月の休館日 毎週月曜日・18日（火）

おすすめの本

※17日（月）は祝日開館

８月のイベント５月のイベント報告

７月のイベント

[ 一般書 ]
○世界一やさしい読書習慣定着メソッド
○今すぐ！集中力をつくる技術
○これで安心！親が 70 過ぎたら必ず備える 40 のこと
○大人に刺さる園児の名言
○その調理、９割の栄養捨ててます！
○高齢ドライバーの安全心理学
○秋山善吉工務店
○狐の飴売り
○出会いなおし
○媚びない老後

[ 児童書 ]
○モノのはじまりえほん
○子どもニュースいまむかしみらい
○おばけ遊園地は大さわぎ
○はっけよい！雷電
○どうぶつがっこうとくべつじゅぎょう
○おはよう、はたらくくるまたち
○こうつうあんぜんどうするの？
○トイレとんとんとん
○まっ黒なおべんとう

※ほかにもたくさんの本が入っています

中山　七里／著
宮本　紀子／著

森　絵都／著
桐島　洋子／著

柏葉　幸子／作
吉橋　通夫／著

トビイ　ルツ／作・絵
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生
涯
学
習
教
室

「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

吐
師　
　

保
／
野
菜
（
宮
原
）

江
坂
設
備
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長　

長
倉　

康
治
／
金
一
封
（
宮
崎
市
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

西
丸
ス
ヱ
子
／
清
春
（
宮
原
）

山
元　

英
敏
／
康
司
（
麓
）

吉
田
ヱ
ツ
子
／
次
利
（
北
麓
）

淵
本　
　

泉
／
ト
ヨ
子
（
二
反
野
）

北
野　

紀
子
／
マ
サ
子
（
尾
立
）

一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

綾
中
学
校
第
8
回
卒
業

生
同
窓
会
／
金
一
封

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

淵
本　
　

泉
／
ト
ヨ
子
（
二
反
野
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
5
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

綾の榧 囲碁・将棋大会
200人が熱戦

綾
町
育
英
会

（
5
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

善
意
の
寄
付・寄
贈
　［
敬
称
略
］

綾中学校第8回卒業生同窓会

　

30
回
目
と
な
る
「
綾
の
榧か
や　

囲
碁
・

将
棋
大
会
」
は
6
月
4
日
、
町
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
の
部
、
将
棋
の
部
、
子
ど
も
将

棋
の
部
に
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
囲
碁

・
将
棋
の
愛
好
者
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
に
は
賞
状
と
と
も
に
碁
盤
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
当

初
か
ら
大
会
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

る
熊
須
健
一
さ
ん
（
西
中
坪
地
区
）
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
か
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
か
迷
っ
て
る

足
し
げ
く
来
る
二
羽
の
燕つ

ば
め

は

思
い
出
が
夫
婦
の
日
常
支
え
て
る

君
の
バ
イ
ク
と
わ
た
し
の
ミ
ニ
ス
カ

横
山 

美
惠
子
さ
ん
（
宮
谷
地
区
）

鈴
木 

み
ち
子
さ
ん
（
昭
和
地
区
）

　

営
巣
の
た
め
に
足
し
げ
く
「
建
築
材
料
」
を
調
達
し
運
ん
で
く
る
燕
。

新
築
す
る
の
か
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
か
、
ど
ん
な
巣
を
つ
く
る
の
か
。
興

味
津
々
に
見
守
っ
て
い
る
作
者
の
様
子
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ぶ
。
燕
の
行

動
を
擬
人
法
で
描
写
し
て
い
て
読
者
も
気
に
な
る
楽
し
い
作
品
。

　

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
流
行
は
ツ
イ
ッ
ギ
ー
が
来
日
し
た
一
九
六
七
年
以
降

で
、
20
歳
前
後
の
同
世
代
の
み
な
ら
ず
母
親
世
代
も
ひ
ざ
小
僧
を
出
し
て

い
た
。
乗
用
車
は
ま
だ
縁
遠
い
時
代
で
バ
イ
ク
が
男
性
の
自
慢
。
共
有
し

た
時
代
を
思
い
出
し
、
会
話
が
弾
ん
で
い
る
日
常
が
浮
か
び
共
感
す
る
人

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
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くらしの情報［ 7 月 ］
　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
７
月
25
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増

進
と
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、

町
内
に
お
け
る
雇
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
町
内
の
中
小
企
業
を
助

成
し
ま
す
。

◎
補
助
要
件
／

・
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に

加
入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

・
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に

居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
こ
と

◎
補
助
期
間
／
加
入
月
か
ら
３
年

間
（
平
成
26
年
５
月
加
入
か
ら

対
象
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／

・
掛
金
月
額
５
千
円
の
２
分
の
１

（
年
間
３
万
円
）

※
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
短
時
間
労

働
者
の
場
合

・
掛
金
月
額
２
千
円
の
２
分
の
１

（
年
間
１
万
２
千
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
を
目
的
に
、
全
国
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
11
日
（
火
）
～
20

日
（
木
）

◎
重
点
目
標
／

・
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
な
ど
の
漫
然

運
転
の
追
放
お
よ
び
歩
行
者
優

先
運
転
の
推
進

・
す
べ
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

・
高
速
道
路
の
安
全
利
用
の
促
進

・
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

推
進

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

綾
小
学
校
横
の
町
プ
ー
ル
を
開

放
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽

し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
間
／
７
月
21
日
（
金
）
～
８

月
27
日
（
日
）

※
た
だ
し
８
月
13
日
（
日
）
～
15

日
（
火
）
は
休
み

※
水
質
検
査
で
休
む
場
合
が
あ
り

ま
す

◎
時
間
／
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
て
る
は
ド
ー
ム

☎
77
‐
１
１
１
５

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」が

発
売
さ
れ
ま
す
。
１
等
５
億
円
は

20
本
、
前
後
賞
各
１
億
円
は
40
本
、

２
等
１
千
万
円
は
60
本
（
当
選
本

数
は
発
売
総
額
６
０
０
億
円
・
20

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）
で
す
。
合
わ

せ
て
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
」も
販
売

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
販
売
期
間
／
７
月
18
日
（
火
）

～
８
月
10
日
（
木
）

◎
抽
選
日
／
８
月
20
日
（
日
）

◎
販
売
場
所
／
全
国
の
宝
く
じ
売

り
場

（
県
市
町
村
振
興
協
会
）

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
無
期
転

換
ル
ー
ル
が
本
格
化
し
ま
す
。
こ

の
ル
ー
ル
は
、
有
期
労
働
契
約
が

繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年

を
超
え
た
と
き
、
労
働
者
が
申
し

込
む
と
無
期
労
働
契
約
に
転
換
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
38
‐
８
８
２
１

　

７
月
１
日
（
土
）
～
７
日
（
金
）

は
全
国
安
全
週
間
で
す
。

　

昨
年
、
本
県
で
は
15
件
の
死
亡

労
働
災
害
が
あ
り
、
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
災
害
は
１
３
３
２
件
と

前
年
よ
り
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
労
働
災
害
防

止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
、
安
全
活
動
を
実
行
し
ま
し
ょ

う
。

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／

　

組
織
で
進
め
る
安
全
管
理

　

み
ん
な
で
取
り
組
む
安
全
活
動

　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
安
全
文
化

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
☎
38
‐
８
８
３
５

　

県
が
行
う
物
品
の
買
い
入
れ
な

ど
の
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必

要
な
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

へ
の
登
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、

資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◎
受
付
期
間
／
７
月
１
日
（
土
）

～
31
日
（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◎
受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

４
時

◎
受
付
場
所
／
県
庁
附
属
棟
３
０

　

３
号
室
ま
た
は
各
県
税
・
総
務

事
務
所
（
７
月
10
日
～
12
日
の

み
）

◎
申
請
書
配
布
／
県
物
品
管
理
調

達
課
、
各
県
税
・
総
務
事
務
所
、

西
臼
杵
支
庁
、
串
間
・
西
都
土

木
事
務
所

水
質
検
査

幼
児
プ
ー
ル
無
料
開
放

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
申
込

夏
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

中
小
企
業
退
職
共
済

新
規
加
入
助
成
事
業
補
助
金

労
働
災
害
を
減
ら
そ
う

「
全
国
安
全
週
間
」

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の

定
期
受
付
（
県
）

お
知
ら
せ
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※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
物
品
管
理
調
達
課

☎
26
‐
７
２
０
８

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
や
学
校
、
事
業
所
、
各
種
団

体
な
ど
の
研
修
会
に
講
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

◎
テ
ー
マ
／
男
女
共
同
参
画
・
人

権
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
な
ど

◎
対
象
／
20
人
以
上
の
参
加
が
見

込
め
る
県
内
で
の
研
修
会
・
講

演
会

◎
経
費
／
講
師
料
・
交
通
費
は
同

セ
ン
タ
ー
が
負
担
（
会
場
賃
借

料
や
資
料
代
な
ど
は
申
請
者
の

負
担
）

◎
時
間
／
90
分
程
度

◎
申
込
方
法
／
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル

か
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

　　

下
水
・
排
水
設
備
の
点
検
を
し

な
い
か
と
業
者
が
訪
問
し
て
き
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

役
場
で
は
、
業
者
に
戸
別
訪
問

点
検
を
依
頼
し
て
い
ま
せ
ん
。
不

安
を
あ
お
ら
れ
た
り
、
急
か
さ
れ

た
り
し
て
も
、
そ
の
場
で
契
約
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

必
要
な
契
約
で
あ
っ
て
も
即
断
・

即
決
は
せ
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

最
近
、
ご
み
の
分
別
の
悪
さ
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
「
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
の
ご
み

袋
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
介
護

用
手
袋
、
お
し
め
、
割
り
ば
し
、

カ
ッ
プ
め
ん
、
ア
ル
ミ
な
ど
が
混

入
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
収
集

で
き
な
い
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

集
積
所
に
残
さ
れ
た
ご
み
は
、

地
区
の
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
片
付
け
て
い
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？
分
別
ル
ー
ル
に
従

っ
て
、
各
家
庭
で
責
任
を
持
っ
て

き
ち
ん
と
出
す
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
／

籾
田
孝
一
、
早
川
ゆ
り
、
中
村

清
久

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
‐
５
１
２
４

　

金
銭
の
貸
し
借
り
や
土
地
の
売

買
、
登
記
関
係
な
ど
の
民
事
問
題

で
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
７
月
４
日
（
火
）
午
前　
　

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て
、
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
希
望

者
に
は
要
項
を
送
り
ま
す
。

◎
日
時
／
平
成
30
年
１
月
８
日　

　
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
開
始

◎
コ
ー
ス
／
12
区
間
39
・
2
㎞

　

１
区
１
・
８
㎞
（
小
学
生
男
子
）

　

２
区
２
・
２
㎞
（
50
歳
以
上
）

　

３
区
５
㎞　
　
（
高
校
生
）

　

４
区
２
・
６
㎞
（
40
～
49
歳
）

　

５
区
２
・
７
㎞
（
中
学
生
）

　

６
区
４
・
８
㎞
（
一
般
）

　

７
区
３
・
４
㎞
（
中
学
生
）

　

８
区
１
・
１
㎞
（
小
学
生
女
子
）

　

９
区
１
・
５
㎞
（
小
学
生
男
子
）

　

10
区
７
・
４
㎞
（
一
般
）

　

11
区
１
㎞　
　
（
小
学
生
女
子
）

　

12
区
５
・
７
㎞
（
高
校
生
）

※
選
考
会
、
記
録
会
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム
☎
77
‐
１
１
１
５

　

綾
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
小

学
生
を
対
象
に
「
夏
休
み
良
い
子

の
学
習
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

◎
日
時
／
７
月
24
日
（
月
）
～
28

日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
10
時

30
分

◎
場
所
／
綾
ふ
れ
あ
い
館
２
階

◎
対
象
／
小
学
１
～
６
年
生
50
人

（
先
着
順
）

◎
受
講
料
／
無
料

※
筆
記
用
具
、
夏
休
み
の
宿
題
、

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

講
師
を
派
遣
し
ま
す

お 

願 

い

常
駐
人
権
相
談
所

下
水
・
排
水
設
備
の

点
検
商
法
に
注
意

ご
み
の
分
別
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

相　

談

人
権
擁
護
委
員
紹
介

夏
休
み
良
い
子
の
学
習
塾

無
料
法
律
相
談

募　

集

第
８
回
市
町
村
対
抗
駅
伝

出
場
者
募
集
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県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
は
、

平
成
29
年
度
の
就
業
支
援
講
習
会

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◎
対
象
／
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
寡
婦

◎
受
講
料
／
い
ず
れ
も
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
や
検
定
料
は
受
講
生

負
担
）

◎
申
込
方
法
／
受
講
申
込
書
、
児

童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持

参
医
療
事
務

◎
期
間
／
９
月
12
日
（
火
）
～
12

月
１
日
（
金
）
の
祝
日
を
除
く

火
・
水
・
金
曜
日

◎
場
所
／
小
林
市
文
化
会
館

◎
時
間
／
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

介
護
職
員
初
任
者
研
修

◎
期
間
／
９
月
４
日
（
月
）
～
11

月
29
日
（
水
）
の
祝
日
を
除
く

月
・
水
・
金
曜
日

◎
場
所
／
オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ

　
（
都
城
市
）

◎
時
間
／
午
後
６
時
30
分
～
９
時

30
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〒
８
８
０
‐
０
０
０
７

宮
崎
市
原
町
２
‐
22

☎
22
‐
４
６
９
６

◎
人
数
／
１
人

◎
業
務
内
容
／
給
食
の
調
理
全
般

◎
勤
務
日
数
／
月
20
日
程
度

◎
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
50
分
～

午
後
３
時
35
分
（
休
憩
時
間
60

分
）

◎
日
額
／
４
３
０
０
円

◎
条
件
／
年
齢
不
問

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
‐
１
１
８
３

◎
職
種
／
パ
ー
ト
清
掃
・
軽
介
助　

員
◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
給
与
／
時
給
８
０
０
円
～
（
賞

与
あ
り
）

◎
勤
務
形
態
／
週
４
～
５
日
、
１

日
６
時
間
程
度

◎
そ
の
他
／
昇
給
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先
／

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

や
す
ら
ぎ
の
杜
（
担
当
・
立
元
）

☎
77
‐
２
７
５
１

　

７
月
23
日
（
日
）
に
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
綾
神

社
の
御
神
幸
行
列
は
北
回
り
で
す
。

パ
レ
ー
ド
や
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
盛
大
に
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
本
誌
と
一
緒
に
配
布
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
）

☎
77
‐
１
１
８
３

夏
の
も
の
づ
く
り
体
験
写
真
展

◎
期
間
／
７
月
１
日
（
土
）
～
９

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時

◎
内
容
／
昨
年
の
「
夏
の
も
の
づ

く
り
体
験
講
座
」
の
紹
介

ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

◎
期
間
／
７
月
15
日
（
土
）
午
後

６
時
～

◎
内
容
／
夏
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。

目
玉
企
画
は
お
化
け
屋
敷
で
す

夏
の
も
の
づ
く
り
体
験

◎
期
間
／
７
月
24
日
（
月
）
～
８

月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正

午
◎
内
容
／
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
が
で

き
る
体
験
講
座
（
詳
し
く
は
本

誌
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
催
し
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

就
業
支
援
講
習
会
受
講
生

求　

人

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

綾
小
学
校
給
食
調
理
員

や
す
ら
ぎ
の
杜
職
員

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

自転車の盗難事件が頻発しています！
　最近、自転車の盗難事件が町内で頻発しています。

　「ちょっとの間だけなら」「盗まれたことがないから大丈夫だろ

う」などという気持ちから、カギを掛けないまま自転車を放置し

ていませんか？

　ちょっとした油断でも、窃盗事

件を引き起こす原因になりかねま

せん。自分の大事な自転車を守る

ためにも、カギの掛け忘れには注

意しましょう。

　また、自宅で自転車の窃盗被害

にあっている事例も報告されてい

ます。外出時だけでなく、自宅で

も十分に気を付けてください。

　（町民生活課）

17 広報あや



18広報あや



19 広報あや




